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所
沢
市
に
は
全
国
で
も
屈
指

の
複
合
文
化
施
設
・
所
沢
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ズ
（
以

下
ミ
ュ
ー
ズ
）
が
あ
り
ま
す
。 

公
益
財
団
法
人
所
沢
市
文
化

振
興
事
業
団
の
指
定
す
る
印
刷

物
な
ど
の
発
送
準
備
業
務
に
、

毎
月
上
旬
に
原
則
５
名
で
５
日

間
、
９
時
～

17

時
ま
で
シ
ル

バ
ー
会
員
が
就
業
し
て
い
ま

す
。 業

務
は
ミ
ュ
ー
ズ
で
開
催
す

る
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
の
印
刷
物

＆
鑑
文
袋
詰
め
、
宛
名
ラ
ベ
ル

貼
り
、
料
金
後
納
印
押
印
、
折

込
み
・
挟
み
込
み
、
ホ
チ
キ
ス

留
め
、
仕
分
け
な
ど
の
作
業
で

す
。 前

々
日
の
積
雪
が
残
る
中
、

鏡
和
子
さ
ん
、
小
笠
原
信
子
さ

ん
、
遠
藤
え
り
子
さ
ん
、
池
本

悦
子
さ
ん
、
水
流
美
智
子
さ
ん

に
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

取
材
時
は
封
入
封
緘
作
業
依

頼
書
に
よ
り
、
友
の
会
へ
の
封

入
作
業
中
で
就
業
先
か
ら
の
見

本
（

19

枚
／
セ
ッ
ト
）
に
従

い
、
手
際
よ
く
こ
な
し
て
い
ま

し
た
。
就
業
先
の
事
業
課
の
大

沼
美
千
子
さ
ん
か
ら
「
封
入
作

業
が
と
て
も
速
い
」
と
驚
か
れ

て
い
ま
し
た
。 

封
入
順
序
、
２
枚
挿
入
な
ど

に
注
意
し
、
集
荷
期
日
ま
で
に

仕
上
げ
る
と
い
う
、
気
を
使
い

な
が
ら
の
作
業
で
す
。
全
員
が

「
根
気
・
や
る
気
・
元
気
」
が

一
番
大
事
と
の
こ
と
。
シ
ル

バ
ー
仲
間
と
楽
し
く
お
話
で
き

る
、
長
く
働
い
て
健
康
的
に

な
っ
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
情
報
が

得
ら
れ
て
良
い
な
ど
皆
さ
ん
明

る
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

友
の
会
の
作
業
以
外
に
月
刊

誌
、
各
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
・
チ
ラ
シ
も
あ

り
、
枚
数
、
セ
ッ
ト
数
が
異
な

り
、
作
業
も
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。
月
に
よ
っ
て
作
業
量

が
変
わ
り
ま
す
が
、
役
割
分
担

と
段
取
り
を
明
確
に
し
て
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
乗
り
切
っ
て

い
ま
す
。 

休
憩
時
間
に
入
り
ま
し
た
が

快
く
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
「
音
楽
の
あ
る
ま
ち
と
こ

ろ
ざ
わ
」
を
心
地
よ
く
感
じ
な

が
ら
、
取
材
先
を
後
に
し
ま
し

た
。 

（
文
・
永
野 

写
真
・
佐
久
間
） 

遠藤さん 

池本さん 

鏡さん 

水流さん 

小笠原さん 
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足踏み・手打ち 所沢シルバー   うどんができるまで 

所
沢
産
小
麦
１
０
０
％
の
シ
ル
バ
ー

生
う
ど
ん
は
西
新
井
支
所
に
あ
る
コ
ン

テ
ナ
「
麺
工
房
」
で
作
ら
れ
ま
す
。
こ

の
コ
ン
テ
ナ
は
２
０
１
７
年
秋
に
設
置

さ
れ
、
保
健
所
の
営
業
許
可
を
受
け
た

も
の
で
す
。 

第
１
・
２
・
４
火
曜
日
、
４
人
の
打

ち
手
が
朝
６
時
に
集
合
で
麺
打
ち
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。 

１
人
１
鉢
で
１
キ
ロ
の
小
麦
粉
（
約

10

人
前
）
を
担
当
、
小
麦
粉
・
塩
・

水
を
き
っ
ち
り
計
っ
て
作
業
開
始
で

す
。
工
程
は
①
水
回
し
、
②
手
ご
ね
、

③
袋
に
入
れ
て
丁
寧
に
足
踏
み
、
④
ま

と
め
て
寝
か
せ
、
⑤
再
度
足
踏
み
、
⑥

ま
と
め
て
か
ら
麺
棒
で
平
ら
に
延
ば

し
、
⑦
屏
風
折
り
し
て
麺
切
り
、
最
後

に
⑧
計
量
・
パ
ッ
ク
詰
め
・
包
装
で
よ

う
や
く
終
了
で
す
。
途
中
２
回
の
寝
か

せ
も
あ
る
の
で
全
工
程
２
時
間
半
～
３

時
間
の
大
変
な
作
業
で
す
。
寝
か
せ
の

時
間
で
は
皆
さ
ん
和
気
あ
い
あ
い
と
談

笑
し
て
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。 

気
を
付
け
る
こ
と
は
衛
生
面
と
温

度
・
湿
度
管
理
。
乾
燥
が
大
敵
で
、
そ

の
日
そ
の
日
違
う
の
で
苦
労
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

一
番
大
変
な
作
業
は
、
体
力
的
に
は

「
足
踏
み
」
、
７
～
８
０
０
回
に
な
る

そ
う
で
す
。
で
も
、
土
踏
ま
ず
を
刺
激

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
健
康
に
は
良
い

そ
う
で
、
一
石
二
鳥
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

ま
し
た
。
技
術
的
に
難
し
い
の
が
最
初

①水回し ②手ごね ⑤再度足踏み ③足踏み 

⑥まとめてから延ばし ⑦麺切り ⑧計量、パック詰め 

④
寝
か
し 

今年は年男。80代の高橋さん。元町・有楽町地区で広報配布を18年間続けている。最初は1,000部

だったがマンション及び一戸建てがどんどん増え、今は2,460部を４日間で配布している。 

最初に全て２つ折りにしておき、朝６時から自転車前後に100部ずつ積み、２時間弱で配り、朝食と

休憩、再度配る。１日5～600部以上配布する。 

寒い時期は朝食後からスタート。小さなポストは４つ折りにし、全

て中に入るように投函。今まで雨に降られたのは一・二度しかない

「晴れ男」。広報を楽しみに待っている方もいて、「ご苦労様」「あ

りがとう」と言われると とてもうれしく、やりがいを感じる。 

学生時代は柔道、社会人ではゴルフと体を動かすことが好きで、健

康にもよく、長く続けられている。軽快に自転車を乗りこなし、元気

に配布している。                 (取材・谷内)  

広報配布で元気に活躍！ 高橋拓さん 

生うどん販売場所 
営農グループの野菜販売場所の一角 

第１火曜 さくら荘 

第２火曜 とことこ市 
（市役所別館前） 

第４火曜 とことこ市 
（元町コミュニティ広場 ） 

※場所は３月時点です。詳しくは

事務局にお電話ください。事務局

で注文予約を受付けています。 

の
「
水
回
し
」
、
こ
れ
が
う
ま
く

い
く
と
最
後
ま
で
ス
ム
ー
ス
に
い

く
と
の
こ
と
で
す
。 

希
望
は
、
営
農
さ
ん
の
間
借
り

で
な
く
「
独
自
の
販
路
」
が
あ
れ

ば
、
と
い
う
こ
と
と
、
会
員
の
皆

さ
ん
の
半
分
で
も
４
分
の
１
で
も

注
文
し
て
頂
け
れ
ば
、
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
ま
た
、
能
登
半
島
地

震
の
被
災
者
支
援
に
「
所
沢
う
ど

ん
」
「
シ
ル
バ
ー
小
麦
粉
」
な

ど
、
何
か
シ
ル
バ
ー
と
し
て
支
援

で
き
な
い
も
の
か
と
も
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。 

さ
あ
、
お
い
し
い
手
打
ち
う
ど

ん
が
で
き
ま
し
た
。
お
す
す
め
レ

シ
ピ
も
あ
り
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ

「
肉
汁
う
ど
ん
」
「
明
太
子
ソ
ー

ス
う
ど
ん
」
「
冷
製
う
ど
ん
」

「
カ
レ
ー
う
ど
ん
」
の
４
つ
で
す

が
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
注
文
し
て
、
釜

揚
げ
で
も
鍋
の
締
め
に
で
も
、
ご

自
身
の
舌
で
味
わ
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
（
取
材
・
佐
久
間
） 

塩川さん 

加藤さん 

田口さん 

佐藤さん 
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新
年
早
々
の
１
月
８
日(

月
・

祝)

成
人
の
日
に
府
中
市
に
あ
る

東
京
農
工
大
学
新
井
祥
穂
教
授
を

は
じ
め
学
生

16

名
が
貸
切
バ
ス

で
、
中
富
の
シ
ル
バ
ー
農
園
の
麦

畑
に
研
修
で
訪
れ
た
。
所
沢
市
は

本
大
学
と
は
官
学
連
携
の
協
力
協

定
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
農
業

振
興
課
の
紹
介
で
行
わ
れ
た
。 

研
修
資
料
で
は
、
①
農
家
の
経

営
概
要 

②
作
業
暦
・
労
働
力
編

成 

③
直
面
す
る
課
題
と
経
営
上

の
工
夫 

④
経
営
歴
と
今
後
の
方

向 

等
で
来
園
。
「
個
人
経
営
と

共
同
農
園
の
違
い
な
ど
」
を
目
的

に
あ
げ
て
い
た
。 

研
修
で
は
、
始
め
に
本
橋
事
務

局
長
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
概
要
の
説
明
が
あ
り
、
営

農
担
当
の
越
阪
部
孝
夫
さ
ん
か
ら

「
シ
ル
バ
ー
営
農
事
業
の
概
要
と

実
績
」
、
大
舘
勉
さ
ん
か
ら
「
農

業
分
野
に
お
け
る
シ
ル
バ
ー
人
材

の
ニ
ー
ズ
と
所
沢
う
ど
ん
の
歴

史
」
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ

た
。
ま
た
、
五
十
嵐
（
筆
者
）
か

ら
は
「
循
環
型
農
業
と
こ
れ
か
ら
の

シ
ル
バ
ー
農
園
」
に
つ
い
て
説
明

を
し
た
。 

研
修
を
聞
い
た
学
生
か
ら
は
、

「
小
麦
を
収
穫
後
は
ど
う
活
用
す

る
の
か
」
や
「
所
沢
う
ど
ん
の
販

売
や
収
入
の
状
況
は
ど
う
か
」
な

ど
の
質
問
も
あ
り
熱
心
に
聞
い
て

い

た
。
ま

た
、

次
回
は
三
ヶ
島

の
シ
ル
バ
ー
農

園
で
開
催
し
た

い
と
の
話
を
頂

き
ま
し
た
。 

（
文
・
五
十
嵐 

写
真
・
竹
内
） 

わたしの簡単料理 春キャベツとあさりのパスタ 

  春の食材春キャベツとあさりを電子レンジで、「チン！」。簡単に作りました。 

【材料（２人前）】 

 ①春キャベツ １８０ｇ ②あさり ２００ｇ ③ベーコン ６０ｇ ④パスタ ２００ｇ 

 ⑤ニンニク１片 ⑥塩、コショウ、薄口醬油、ワイン 

【作り方】 

１、①はざく切り、ニンニクはみじん切りにして 

耐熱容器に、①、②、③、⑤の順に入れワインを適量に振り、ラップをふんわりかけ５００Ｗ電子

レンジで約１０分 

２、塩適量入れたお湯で、パスタを時間より１分短く茹でて、フライパンでオリーブオイル適量熱し、

１と混ぜ合わせ 塩、コショウ、薄口醤油でお好みに味を調える 

調理時間２０分で春の食材をあさりの旨味とニンニクでいただきます。 

ビール、白ワイン等で一緒にいただくと抜群に美味！      （料理・谷内） 

 
 
シリーズ 

ドイツと日本でバリトン歌手として多くの舞

台で活躍した亀井氏。今は剪定４級資格を持つ

植木職人。香川県丸亀市生まれ。東京藝術大学

とベルリン芸術大学を卒業。10年前に受けた心

臓手術の後遺症で歌うことを断念。ドイツで見

た整備された庭園の美しさに惹かれ、また手付

かず実家の庭の手入れをきっ

かけに植木職人に転身。剪定

の話になると亀井氏はとても

楽しそうでまるでオペラを歌っているかのよ

う。亀井さんに続く植木職人を目指す、もあり

です。           （取材・入江） 

オペラ歌手がシルバーの植木職人に 

亀井陽二氏のカレイなる転身 
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●お知らせ● 

 以下の地区においては地区懇

談会は３月に開催されました。 

 なお吾妻地区の懇談会は４月

の予定です。 
 

・３月７日（木）富岡地区懇談会 

・３月10日（日）柳瀬地区懇談会 

・３月13日（水）並木地区懇談会 

・３月21日（木）山口地区 

        フレイル予防教室 

・４月24日（水）吾妻地区懇談会 

 各地区で地区懇談会  活発化 ！ 
(地区活動) 

三
ケ
島
発 

松
井
発 

新
所
沢
発 

所
沢
発 

小
手
指
発 

  

今
季
一
番
の
寒
気
到
来
の
１
月
24
日(

水)

午
後

２
時
半
か
ら
、
さ
や
ま
が
お
か
荘
に
て
参
加
会
員

24
名
で
三
ケ
島
地
区
懇
談
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

た
。 成

田
理
事
長
、
本
橋
事
務
局
長
、
二
木
次
長
か

ら
現
状
と
今
後
の
施
策
、
安

全
就
業
、
就
業
状
況
等
に
つ

い
て
、
井
本
地
区
長
か
ら
は

健
康
セ
ミ
ナ
ー
が
話
さ
れ

た
。 

初
参
加
の
会
員
に
は
、
営
農

推
奨
の
「
所
沢
う
ど
ん
」
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。 

(
取
材
・
竹
内) 

  

松
井
地
区
で
は
１
月
29
日(

月)

に
松
井
公
民
館

学
習
室
で
地
区
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
会
員
は
63
名
。
第
１
部
は
荒
井
公
之
地
区
長
の

挨
拶
に
続
き
、
成
田
理
事
長
、
本
橋
事
務
局
長
、

佐
藤
理
事
の
挨
拶
。
「
松
井
地
区
会
員
の
声
」
ア

ン
ケ
ー
ト
に
沿
っ
て
活
発
な
討
議
が
あ
り
ま
し

た
。
地
区
長
の
「
改
革
は
松
井

か
ら
」
の
言
葉
が
熱
か
っ
た
で

す
。
第
２
部
は
フ
レ
イ
ル
予
防

の
「
脳
の
健
康
講
座
」
、
討
議

と
講
演
が
熱
を
帯
び
て
長
引

き
、
時
間
が
押
し
て
フ
レ
イ
ル

予
防
体
操
は
次
週
回
し
と
な
る

ほ
ど
で
し
た
。 

（
取
材
・
佐
久
間
） 

  

２
月
14
日(

水)

愛
宕
の
杜
ふ
れ
あ
い
館
で
懇

談
会
・
懇
親
会
が
開
か
れ
、
会
員
41
名
が
参
加

し
、
成
田
理
事
長
、
本
橋
事
務
局
長
が
出
席
さ

れ
ま
し
た
。 

第
一
部
は
地
区
役
員
紹
介
と
４
名
の
方
が
就

業
体
験
を
お
話
し
、
シ
ル
バ
ー
の
良
さ
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。 

第
二
部
は
サ
ー
フ
ベ
ン

チ
ャ
ー
ズ
の
演
奏
で
青
春

時
代
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
ま
し
た
。
最
後
は
空
く

じ
の
な
い
お
楽
し
み
抽
選

会
で
参
加
者
全
員
に
景
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

（
取
材
・
永
野
） 

２
月
15
日(

木)

老
人
憩
の
家
と
こ
ろ
荘
で
所

沢
地
区
懇
談
会
を
開
催
。
地
区
長
以
下
、
班
長
・

会
員
計
12
名
と
成
田
理
事
長
、
本
橋
事
務
局
長
、

他
理
事
、
悠
和
会
会
長
も
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

 

村
松
地
区
長
司
会
の
下
、
成
田
理
事
長
が
セ
ン

タ
ー
の
状
況
を
含
め
な
が
ら

ご
挨
拶
。
そ
の
後
、
セ
ン

タ
ー
へ
の
要
望
事
項
と
質
疑

応
答
。
就
業
で
満
足
感
が
出

た
、
地
域
へ
の
貢
献
が
で
き

た
と
の
感
想
も
聞
か
れ
た
会

で
し
た
。(

取
材
・
谷
内) 

２
月
21
日
（
水
）
13
時
、
『
こ
て
さ
し
荘
』

に
て
地
区
懇
談
会
を
開
催
。
参
加
者
38
名
。
成

田
理
事
長
と
本
橋
事
務
局
長
の
挨
拶
、
フ
レ
イ

ル
予
防
に
つ
い
て
佐
藤
理
事
か
ら
話
が
あ
り
、

各
班
長
の
自
己
紹
介
。
『
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ 

ｔ
ｏ 

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
』
へ
の
関
心

が
高
く
多
く
の
質
問
が

あ
っ
た
。
最
後
は
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
と
懐
メ
ロ
の
替
歌

を
参
加
者
全
員
で
合
唱
し

無
事
終
了
し
た
。 

（
取
材
・
入
江
） 
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№12 

ボ
ウ
リ
ン
グ
愛
好
会 

 

シ
ル
バ
ー
カ
ラ
オ
ケ 

代
表
・
筆
者 
小
島 

宣
雄 

代
表 

米
永
清
人 

筆
者 

高
山
弘
行 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
た

の
が
５
年
前
で
す
。
そ
の
際
、
悠
和
会
の

方
か
ら
、
サ
ー
ク
ル
が
あ
る
の
で
何
か
入

り
ま
せ
ん
か
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。
ボ
ウ
リ

ン
グ
な
ら
若
い
時
か
ら
少
し
馴
染
み
が
あ

る
し
、
年
を
と
っ
て
も
続
け
ら
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
か
な
と
考
え
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
愛
好

会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

月
一
回
基
本
的
に
第
二
月
曜
日
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
参
加
す
る
と
、
み
な
さ
ん
ス

ト
ラ
イ
ク
、
ス
ペ
ア
を
楽
に
取
っ
て
い

て
、
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
数
か
月

は
大
会
に
参
加
す
る
だ
け
で
し
た
が
、
週

に
数
回
練
習
に
通
う
よ
う
に
な
り
、
所
沢

ス
タ
ー
レ
ー
ン
の
リ
ー
グ
に
も
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

一
番
の
目
標
は
、
大
会
で
優
勝
す
る
こ

と
で
し
た
。
練
習
を
重
ね
て
、
ア
ベ
レ
ー

ジ
が
少
し
上
が
り
、
初
参
加
か
ら
４
年
後

の
第
２
８
０
回
大
会
で
、
念
願
の
優
勝
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
会
の
参
加

者
は
、
毎
回
60
人
以
上
、
所
沢
ス
タ
ー
レ
ー

ン
の
全
36
レ
ー
ン
の
内
30
レ
ー
ン
を
使
っ

て
開
催
し
て
ま
す
。
賞
品
は
、
上
位
だ
け

で
な
く
、
飛
賞
も
用
意
さ
れ
て
ま
す
。
衰
え
て
き
た
筋
力
の

ア
ッ
プ
、
そ
の
他
健
康
増
進
に
も
繋
が
る
そ
う
で
す
。
シ
ュ
ー

ズ
、
ボ
ー
ル
は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
に
用
意
さ
れ
て
ま
す
の
で
、

初
心
者
の
方
も
気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
今
年
の
８
月

に
、
第
３
０
０
回
の
記
念
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
愛
好
会
に
ご
参
加
下
さ
い
。 

◎両サークルとも、活動

状況については悠和会

事務局に確認してくだ

さい。 

☎ 04・2928・8695 

会 場＝所沢スターレーン（星の宮） 

年会費＝1,000円 

参加費＝1,600円 

 

私
が
シ
ル
バ
ー
カ
ラ
オ
ケ
に
入

会
し
た
の
は
７
年
前
で
す
。
そ
れ

ま
で
カ
ラ
オ
ケ
は
友
達
と
飲
み
に
行
っ
た

時
に
歌
う
程
度
で
、
い
つ
も
同
じ
古
い
演

歌
ば
か
り
で
う
ん
ざ
り
し
て
い
る
頃
で
し

た
。
シ
ル
バ
ー
カ
ラ
オ
ケ
の
チ
ラ
シ
を
見

て
活
動
場
所
の
「
う
し
ぬ
ま
荘
」
へ
見
学

に
行
き
入
会
し
ま
し
た
。 

活
動
日
は
毎
月
第
２
・
３
・
４
火
曜

日
、
第
２
第
４
は
課
題
曲
の
練
習
で
最
新

の
歌
謡
曲
や
演
歌
を
女
性
と
男
性
の
歌
２

曲
を
、
プ
ロ
の
女
性
歌
手
の
先
生
か
ら
指

導
を
受
け
、
２
か
月
４
回
で
完
成
習
得
し

ま
す
。
そ
の
間
に
先
生
か
ら
発
声
練
習
や

歌
う
時
の
声
の
出
し
方
等
を
親
切
丁
寧
に

基
礎
か
ら
教
え
て
頂
け
ま
す
。
第
３
火
曜

日
は
フ
リ
ー
タ
イ
ム
の
日
で
自
分
の
好
き

な
歌
十
八
番
を
披
露
し
て
い
ま
す
。 

カ
ラ
オ
ケ
は
、
明
る
く
元
気
に
声
を
出

し
、
楽
し
く
歌
う
事
で
健
康
的
に
も
大
変

良
い
こ
と
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
初
め
て
の
方
で
も

大
歓
迎
で
す
。 

活動日：毎月第２・３・４火曜日 
時 間：午後１時～４時 
場 所：うしぬま荘 
会 費：月1,000円 

コロナ禍の影響により実施を見送られていた

旅行ですが、待ちに待った企画にすぐに定員の

45名となり、２月22日(木)に開催となりまし

た。 

真冬の寒さが戻った雨の朝に、所沢駅東口を

出発。行程は、三渓園見学→横浜中華街→海上

保安庁横浜館・赤レンガ倉庫 です。 

バスに乗車し、旅行委員からの連絡に続き、

参加者全員の自己紹介。シルバーでの各人の活

動を伺いました。雨の中寒さに震えながらの三

渓園見学もまた趣のあるものと感じ、お待ちか

ねの中華バイキングの昼食。 

８人程に分かれて円卓を囲み、美味しい料理

に会話も弾みま

した。生憎の天

候でしたが、シ

ルバー仲間との

絆を感じた楽し

い１日でした。 

（取材・竹内） 

悠和会日帰りバス旅行レポート『港町 横浜の旅』 
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会員向け健康チェックも 

新入会員説明会に合わせて、保健師

による会員の健康チェック（血圧測

定）にも応じます。希望者は事務局に

電話などで予約してください。 

新入会員説明会日程 

 5月16日(木)   
10時30分～12時00分 

14時30分～16時00分 

 6月20日(木) 
10時30分～12時00分 

14時30分～16時00分 

 7月18日(木) 
10時30分～12時00分 

14時30分～16時00分 

※問合せ先    2928-8695（事務局） ☎ 

令和６年度正会員会費の 
納入について 

 会員の皆様には、日頃よりセン

ター運営に際し、ご協力をいただき

誠に有り難うございます。 

令和６年度・正会員会費納入のお

知らせです。詳細は、挟み込みの

「令和６年度 正会員会費の納入に

ついて」をご確認下さい。 

納入期間：令和6年4月1日～7月31日 

正会員会費：2,000円 

ゴールド会員対象者の方には、別

途ご通知いたします。 

〔ゴールド会員の条件〕 

① 入会して5年以上 

② 令和6年4月1日現在で75才以上で 

  ある方 

③ 前年度に当センターでの就業を 

  していない方 

 
 所沢シルバーの会員数(令和６年２月29日現在) 

 ・総会員数＝2,169名  (男性＝1,455名） 

                     （女性＝  714名) 

 ・12月～２月の入会者数＝43名 

               退会者数＝82名 

 ・賛助会員数＝企業(事業所) 32法人 

理
事
会
報
告 

12
月
理
事
会
＝
12
月
26
日(

火) 

 

議
案
＝
◆
新
入
会
員
の
承
認
◆
職
員 

 
 
 
 

の
給
与
規
程
の
一
部
改
正 

 

 

報
告
＝
◆
各
委
員
会
活
動
◆
事
務
局 

 
 
 
 

報
告
な
ど 

 

１
月
理
事
会
＝
１
月
31
日(

水) 

 

議
案
＝
◆
新
入
会
員
の
承
認 

 
 
 
 

 

報
告
＝
◆
各
委
員
会
活
動
◆
事
務
局 

 
 
 
 

報
告
な
ど 

 

２
月
理
事
会
＝
２
月
29
日(

木)  
 

議
案
＝
◆
新
入
会
員
の
承
認
◆
令
和 

 
 
 
 

６
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予 

 
 
 
 

算
の
承
認 

 

 

報
告
＝
◆
各
委
員
会
活
動
◆
事
務
局 

 
 
 
 

報
告
な
ど  

能登半島の大震災で始まった2024年。ボランティアの支援活

動も本格化しています。人との繋がり、助け合うこと、行動す

ることの大切さについて考えさせられました。今回の特集は、

会員のための≪地域サポート事業≫です。シルバー会員が作る

『所沢産小麦100％のうどん』や『わたしの簡単料理』で会員

同士が繋がる機会になれば嬉しいです。各地区の懇談会

も活発化し、これからも会員の皆さまと一緒に走り続け

る広報を目指します。       （広報・入江） 

編集後記 

←会員HP用 

Smile to Smileに
簡単に入れます。ID
とパスワードをご用意
ください。 

健康一口メモ №64 

帯状疱疹とは 
帯状疱疹は子どもの頃かかった水疱瘡の

ウイルスが身体の中に潜んでいて、高齢・

病気・過労・ストレスなど免疫力が落ちた時に神経に炎症

が起こり発病します。 

初めはピリピリした痛痒さと赤い湿疹が出ます。主に身

体の片側で時には顔、目、頭などにも出ます。様子を見な

いで早めに内科か皮膚科、目の周りの時は眼科など受診し

ます。 

抗ウイルス剤や痛み止めなど治療が早いほど回復が早

く、治療が遅れると激しい痛みのある神経痛が３カ月以上

続くなど後遺症がでます。重症化すると場所により視力低

下、失明、めまい、難聴、耳鳴り、顔面神経麻痺など合併

症が起こることもあります。 

80歳までに３人に１人が発病すると言われ、予防には食

事・睡眠・休息をきちんととり、適度な運動で免疫力を高

めることが大切です。90％以上効果のある予防注射は

22,000円を２回ですが、任意接種のため費用は医療機関により異

なります。                                             （保健師・西村園子） 

「市広報紙」等の配布会員およそ500名の「履行確認書」は、

これまではセンターへ持参・郵送・FAX・メールなどで提出して

いましたが、このたびオンラインが加わりました。現在25％の

会員が利用されています。これにより入力等の事務効率がグン

とUPし、進捗状況も素早く把握できるようになりました。皆さ

まのご協力に感謝申し上げます。「便利」「手軽」という賛同

の意見もあれば、「届いているのか不安」との声もあり、ただ

いま自動返信機能を改良中です。        （事務局） 


